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東
海
汽
船
（
山
﨑
潤
一
社

長
）
は
７
月
５
日
か
ら
、
「
東
京
湾
納
涼
船
」
の
運
航

を
開
始
し
た
。
今
年
は
大
型

　

船
内
の
発
電
機
を
停
止
し

て
陸
側
か
ら
の
電
力
供
給
を

受
け
る
陸
電
は
従
来
、
港
湾

で
の
騒
音
対
策
を
主
な
目
的

と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
近

年
で
は
、
港
湾
で
排
出
さ
れ

る
Ｃ
Ｏ
２

を
削
減
し
よ
う
と

い
う
意
図
か
ら
、
米
国
や
欧

州
を
中
心
に
注
目
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　

国
内
で
も
国
土
交
通
省
や

各
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、

内
航
船
に
陸
電
が
導
入
で
き

な
い
か
検
討
す
る
動
き
が
出

て
き
て
い
る
が
、
公
共
岸
壁

で
の
陸
電
設
備
の
設
置
が
港

湾
（
行
政
）
側
の
負
担
と
な

る
ほ
か
、
陸
電
に
関
す
る
Ｊ

Ｉ
Ｓ
が
な
く
仕
様
書
の
作
成

が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
背

景
に
、
思
う
よ
う
に
進
ん
で

い
な
い
の
が
現
状
だ
。

　

ま
た
、
内
航
船
へ
の
陸
電

導
入
に
向
け
て
は
、
西
日
本

と
東
日
本
で
異
な
る
周
波
数

が
技
術
的
課
題
と
し
て
挙
が

っ
て
い
る
。
１
９
９
総
ト
ン

や
４
９
９
総
ト
ン
の
内
航
貨

物
船
で
あ
れ
ば
、
修
繕
ド
ッ

ク
用
の
陸
電
接
続
箱
を
備
え

て
い
る
が
、
船
内
の
電
気
設

備
は
西
日
本
地
域
の
60
Ｈ
ｚ

で
受
電
す
る
こ
と
を
前
提
に

設
計
さ
れ
て
い
る
た
め
、
東

日
本
地
域
で
50
Ｈ
ｚ
の
電
力

を
引
き
込
む
と
想
定
外
の
問

題
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
。

　

異
な
る
周
波
数
は
、
周
波

数
変
換
装
置
を
用
い
れ
ば
解

消
さ
れ
る
が
、
設
置
場
所

（
陸
側
か
船
側
か
）
や
高
額

な
設
備
・
施
工
費
用
、
電
力

料
金
の
徴
収
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
費
用
な
ど
解
決
す
べ
き
課

題
が
山
積
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
ク
リ
ア

す
れ
ば
、
船
側
の
追
加
設
備

投
資
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ

る
ほ
か
、
船
内
の
発
電
機
電

圧
が
２
２
０
Ｖ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
陸
側
の
低
圧
受
電
設

備
（
２
０
０
Ｖ
）
を
そ
の
ま

ま
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
低
圧
受
電
契
約
の
場
合

は
、
最
大
電
力
が
50
kW
以
下

と
制
限
を
受
け
る
も
の
の
、

「
一
般
貨
物
船
で
は
停
泊
中

の
電
力
需
要
が
大
き
く
な
い

た
め
、
陸
電
で
の
船
内
の
電

業
負
担
も
軽
減
さ
れ
る
。
今

は
発
生
し
そ
う
な
課
題
を
洗

い
出
し
、
実
証
で
想
定
外
を

な
く
す
作
業
を
進
め
て
い

る
。
陸
電
を
実
施
し
た
い
自

治
体
や
海
運
会
社
が
あ
れ

ば
、
低
コ
ス
ト
で
始
め
ら
れ

る
よ
う
技
術
的
課
題
を
整
理

し
た
い
」
と
説
明
。
行
政
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
船
主
な
ど

異
な
る
立
場
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
思
惑
が
交
錯
す
る
中
、
内

航
船
へ
の
50
Ｈ
ｚ
陸
電
導
入

の
実
現
に
向
け
て
さ
ら
な
る

調
査
研
究
を
進
め
る
方
針

だ
。

　

造
船
用
鋼
材
（
厚
板
）
の

４
～
６
月
期
価
格
に
つ
い

て
、
高
炉
メ
ー
カ
ー
と
小
規

模
造
船
所
と
の
交
渉
が
こ
の

ほ
ど
決
着
し
た
。
関
係
筋
に

よ
る
と
、
各
事
業
者
で
幅
が

あ
る
も
の
の
、
１
ト
ン
あ
た

り
５
０
０
０
円
以
内
の
値
上

げ
と
な
っ
た
模
様
だ
。

　

前
期
は
製
鉄
主
原
料
で
あ

る
原
料
炭
価
格
の
急
騰
や
円

安
の
進
行
、
物
流
費
お
よ
び

人
件
費
の
上
昇
な
ど
を
背
景

に
、
１
ト
ン
あ
た
り
概
ね
１

万
５
０
０
０
円
の
値
上
げ
で

決
着
。
当
期
に
つ
い
て
は
、

前
期
交
渉
で
高
炉
メ
ー
カ
ー

側
が
要
請
し
て
い
た
価
格
に

満
た
な
い
事
業
者
を
対
象

に
、
１
万
５
０
０
０
円
に
到

達
す
る
よ
う
５
０
０
０
円
以

内
で
の
値
上
げ
を
提
示
し
て

い
た
。

　

今
後
の
価
格
動
向
に
つ
い

て
は
、「
足
下
で
は
製
鉄
主

原
料
価
格
が
下
落
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
為
替
が
円
安

（
12
日
正
午
現
在
で
１
５
９

円
台
）
を
維
持
し
て
い
る
た

め
、
７
～
９
月
期
の
交
渉
は

横
ば
い
で
進
め
ら
れ
る
見
通

し
」（
関
係
筋
）
だ
と
い
う
。

　

他
方
、
中
大
手
造
船
所
と

の
価
格
交
渉
は
７
月
９
日
現

在
で
決
着
し
て
お
ら
ず
、

「
船
価
高
で
苦
労
し
て
い
る

造
船
所
が
高
炉
メ
ー
カ
ー
側

に
値
下
げ
要
請
し
て
お
り
、

交
渉
が
難
航
し
て
い
る
。
９

月
頃
ま
で
か
か
る
の
で
は
な

い
か
」（
同
）
と
の
見
方
が

出
て
き
て
い
る
。

　

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
は
７

月
31
日
（
水
）
15
時
30
分
か

ら
16
時
45
分
ま
で
、「
内
航

船
向
け
運
航
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
効
果
と
事
故
防
止
軽

減
へ
の
期
待
～
『
ナ
ビ
ン
』

の
実
演
と
導
入
効
果
の
紹

介
、
事
故
防
止
軽
減
へ
の
期

待
と
事
故
発
生
時
の
初
動
に

つ
い
て
～
」
を
テ
ー
マ
に
ウ

　

日
本
舶
用
工
業
会
は
６
月

25
日
と
26
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
神
戸
大
学
練
習
船

「
海
神
丸
」
を
活
用
し
た
乗

船
研
修
を
日
帰
り
で
２
回
実

施
し
た
。

　

同
研
修
は
、
日
舶
工
の
人

材
養
成
事
業
の
一
環
と
し

て
、
日
頃
乗
船
す
る
機
会
の

少
な
い
会
員
企
業
の
社
員
を

対
象
に
、
船
舶
お
よ
び
そ
の

運
航
に
必
要
な
舶
用
機
器
類

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
２
０
０
８
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
。

　

今
年
度
は
25
社
か
ら
合
計

48
人
が
参
加
し
、
尾
崎
高
司

機
関
長
お
よ
び
海
事
科
学
研

究
科
の
渕
直
輝
准
教
授
を
は

じ
め
乗
組
員
の
指
導
の
下
、

毎
回
恒
例
の
操
船
体
験
を
は

じ
め
、
機
関
室
の
見
学
、
操

練
、
座
学
研
修
な
ど
を
実

施
。
特
に
通
常
立
ち
入
る
こ

と
の
で
き
な
い
就
航
中
の
機

関
室
の
見
学
や
操
船
体
験
で

は
、
予
定
さ
れ
て
い
た
時
間

を
超
過
す
る
ほ
ど
熱
心
な
研

修
の
様
子
が
う
か
が
え
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は

休
止
と
し
て
い
た
船
内
食
も

５
年
ぶ
り
に
提
供
。
研
修
生

自
ら
が
配
膳
、
片
付
け
を
行

う
こ
と
で
船
員
生
活
を
知
る

１
つ
の
機
会
と
も
な
っ
た
。

　

研
修
生
か
ら
は
、「
実
際

に
自
社
製
品
が
使
用
さ
れ
て

い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
感
激
し
た
」、「
船
員
の

方
々
に
は
質
問
も
快
く
答
え

て
い
た
だ
き
、
デ
ス
ク
ワ
ー

ク
で
は
知
り
得
な
い
知
識
を

学
べ
た
」、「
参
加
企
業
と
の

交
流
機
会
が
良
か
っ
た
。
自

社
製
品
が
他
社
製
品
と
共
に

一
体
と
な
っ
て
船
を
作
り
上

げ
て
い
る
こ
と
を
目
の
当
た

り
に
し
、
他
社
と
の
一
体
感

や
使
命
感
が
得
ら
れ
た
」
と

い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、

有
益
か
つ
充
実
し
た
内
容
の

研
修
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

参
加
企
業
（
50
音
順
）
は

次
の
と
お
り
。

【
６
月
25
日
】

　

◇
イ
ー
グ
ル
工
業
◇
宇
津

木
計
器
◇
川
崎
重
工
業
◇
國

森
◇
金
剛
コ
ル
メ
ッ
ト
製
作

所
◇
大
洋
電
機
◇
帝
国
機
械

製
作
所
◇
東
京
計
器
◇
西
芝

力
需
要
を
賄
え
る
可
能
性
が

あ
る
」（
木
船
教
授
）。

　

そ
こ
で
木
船
教
授
ら
は
、

豊
國
海
運
（
相
田
豊
社
長
）

の
協
力
を
得
て
、
同
社
が
運

航
す
る
内
航
貨
物
船
「
第
二

貴
雄
丸
」（
４
９
９
総
ト

ン
、
船
主
＝
ト
ネ
丸
汽
船
）

に
お
い
て
発
電
機
や
各
種
電

動
機
、
ポ
ン
プ
類
な
ど
に
電

力
計
を
取
り
付
け
て
消
費
電

力
の
計
測
を
開
始
し
た
。
電

気
の
周
波
数
が
60
Ｈ
ｚ
か
ら

50
Ｈ
ｚ
に
な
っ
た
場
合
、
◇

機
器
の
性
能
が
低
下
し
て
も

必
要
な
能
力
を
満
足
し
て
い

る
か
◇
消
費
電
力
が
陸
上
電

源
の
契
約
電
力
を
下
回
る
か

―
―
と
い
う
視
点
で
、
同
研

究
室
の
板
津
麗
香
子
さ
ん
が

本
船
を
何
度
も
訪
船
し
、
デ

ー
タ
収
集
に
奔
走
し
て
い

る
。

　

木
船
教
授
は
、「
仮
に
２

０
０
Ｖ
／
50
Ｈ
ｚ
の
交
流
電

圧
を
そ
の
ま
ま
船
内
に
導
入

で
き
れ
ば
、
港
湾
側
も
船
舶

側
も
設
備
費
を
抑
制
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
陸

電
接
続
箱
に
コ
ネ
ク
タ
ー
を

取
り
付
け
れ
ば
乗
組
員
の
作

客
船
「
さ
る
び
あ
丸
」（
６

０
９
９
総
ト
ン
）
に
お
い

て
、
９
月
23
日
ま
で
の
81
日

間
、
東
京
港
・
竹
芝
客
船
タ

ー
ミ
ナ
ル
発
着
で
毎
日
運
航

す
る
。

　

東
京
湾
納
涼
船
は
、〝
東

京
湾
の
夏
の
風
物
詩
〟
と
し

て
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、

美
し
い
夜
景
や
東
京
諸
島
の

食
材
を
使
用
し
た
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
豊
か
な
フ
ー
ド
メ
ニ
ュ

ー
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

楽
し
め
る
も
の
。

　

運
航
初
日
と
な
る
５
日
に

は
、
約
１
０
０
０
人
が
乗

船
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
ゲ

ス
ト
と
し
て
タ
レ
ン
ト
の
ほ

い
け
ん
た
さ
ん
が
一
日
船
長

に
就
任
し
て
乗
船
し
た
ほ

か
、
東
海
汽
船
マ
ス
コ
ッ
ト

ガ
ー
ル
の
穂
住
佳
歩
さ
ん
、

東
京
湾
納
涼
船
の
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
を
務
め

る
蛯
原
天
さ
ん
お
よ
び
髙
森

浩
二
さ
ん
ら
が
駆
け
付
け
、

同
社
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
東

海
汽
船
は
こ
ぶ
ね
課
の
「
さ

る
び
あ
丸
」
と
と
も
に
、
東

京
湾
納
涼
船
の
ス
タ
ー
ト
を

Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

報
道
陣
の
取
材
に
応
じ
た

ほ
い
け
ん
た
さ
ん
は
、
船
に

ま
つ
わ
る
思
い
出
を
聞
か
れ

「
釣
り
は
好
き
だ
が
、
釣
り

　

日
本
長
距
離
フ
ェ
リ
ー
協

会
が
ま
と
め
た
５
月
の
輸
送

実
績
に
よ
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク

航
送
台
数
は
、
全
12
区
間
中

10
区
間
で
増
加
推
移
を
示
し

た
こ
と
か
ら
、
全
体
で
も
前

年
同
月
比
６
・
７
％
増
の
11

万
３
０
３
台
と
な
り
、
９
か

月
連
続
で
前
年
実
績
を
上
回

っ
た
。

　

本
州
と
北
海
道
を
結
ぶ
区

間
に
つ
い
て
は
、
阪
神
／
北

海
道
（
前
年
同
月
比
１
・
０

％
減
）
と
東
東
北
／
北
海
道

（
同
０
・
５
％
減
）
で
減
少

し
た
も
の
の
、
中
京
／
北
海

道
（
同
５
・
７
％
増
）、
北

関
東
／
北
海
道
（
同
１
・
５

％
増
）
な
ど
３
区
間
で
増
加

し
た
。

　

ま
た
、
本
州
と
九
州
・
四

国
を
結
ぶ
区
間
に
つ
い
て

は
、
京
浜
／
東
四
国
（
前
年

同
月
比
19
・
９
％
増
）、
京

浜
／
北
九
州
（
同
17
・
７
％

増
）、
阪
神
／
中
九
州
（
同

10
・
０
％
増
）
で
２
桁
増
と

な
る
な
ど
、
す
べ
て
の
区
間

で
増
加
推
移
を
示
し
た
。

　

な
お
、
当
月
の
旅
客
輸
送

数
は
前
年
同
月
比
１
・
１
％

増
の
23
万
１
１
９
１
人
、
乗

用
車
航
送
台
数
は
０
・
９
％

減
の
７
万
８
８
８
１
台
と
な

っ
た
。

　

区
間
別
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

量
は
次
の
と
お
り
。
％
は
前

年
同
月
比
増
減
。

　

◇
北
関
東
／
北
海
道
＝
１

・
５
％
増
の
１
万
２
７
４
６

台
　

◇
東
東
北
／
北
海
道
＝
０

番
組
で
船
酔
い
し
て
以
来
、

海
釣
り
は
し
て
い
な
い
」
と

答
え
つ
つ
も
、「（
さ
る
び
あ

丸
は
）
大
き
い
船
な
の
で
、

（
船
酔
い
の
心
配
な
く
）
安

定
し
た
ク
ル
ー
ズ
に
な
る
だ

ろ
う
。
船
内
で
行
う
ス
ペ
シ

ャ
ル
ラ
イ
ブ
で
納
涼
船
の
お

客
さ
ん
を
盛
り
上
げ
た
い
」

と
語
り
、
一
日
船
長
の
責
務

を
全
う
す
る
こ
と
を
誓
っ

た
。

　

出
航
後
、
船
内
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
ほ
い
け
ん
た
さ
ん
に

よ
る
船
上
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ

ブ
を
実
施
。
代
名
詞
と
も
な

っ
て
い
る
明
石
家
さ
ん
ま
の

モ
ノ
マ
ネ
を
は
じ
め
、
カ
ラ

オ
ケ
番
組
で
話
題
と
な
っ
た

曲
な
ど
を
披
露
。
船
内
ス
テ

ー
ジ
周
辺
は
乗
客
の
笑
い
声

で
溢
れ
返
っ
た
。

　

東
京
湾
納
涼
船
は
、
竹
芝

客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
毎
日
19

時
15
分
に
出
航
、
東
京
湾
内

を
周
遊
し
て
21
時
に
帰
着
す

る
。
乗
船
料
は
大
人
２
０
０

０
円
、
小
学
生
５
０
０
円
。

ゆ
か
た
姿
で
乗
船
す
る
と
１

０
０
０
円
引
き
（
大
人
の

み
）
と
な
る
「
ゆ
か
た
割

引
」
を
日
～
木
曜
日
（
金
・

土
・
祝
日
お
よ
び
９
月
15
日

除
く
）
に
設
定
し
て
い
る
。

料
金
は
乗
船
券
の
み
と
な

り
、
ド
リ
ン
ク
・
フ
ー
ド
は

船
内
に
て
別
途
有
料
で
購
入

可
能
。
ま
た
、
乗
船
券
と
飲

み
放
題
（
一
部
有
料
）、
特

別
料
理
、
座
席
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
指
定
席
プ
ラ
ン
も
用

意
し
て
い
る
。

　

東
京
湾
納
涼
船
は
全
日
予

約
制
で
、
乗
船
日
の
１
か
月

前
か
ら
受
け
付
け
る
。
予
約

・
問
い
合
わ
せ
は
東
京
湾
納

涼
船
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttps://www.nouryousen.
jp/

）、
ま
た
は
東
海
汽
船
納

涼
船
予
約
係
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３

・
３
４
３
７
・
６
１
１
９
）

ま
で
。

・
５
％
減
の
５
７
３
９
台

　

◇
中
京
／
北
海
道
＝
５
・

７
％
増
の
１
６
７
５
台

　

◇
中
京
／
東
東
北
＝
２
・

１
％
増
の
１
５
６
３
台

　

◇
北
陸
／
北
海
道
＝
１
・

９
％
増
の
８
８
８
３
台

　

◇
阪
神
／
北
海
道
＝
１
・

０
％
減
の
１
万
２
８
１
台

　

◇
京
浜
／
東
四
国
＝
19
・

９
％
増
の
２
０
９
０
台

　

◇
京
浜
／
北
九
州
＝
17
・

７
％
増
の
１
万
１
０
５
６
台

　

◇
阪
神
／
北
九
州
＝
９
・

３
％
増
の
３
万
２
３
７
４
台

　

◇
阪
神
／
中
九
州
＝
10
・

０
％
増
の
１
万
２
９
９
台

　

◇
阪
神
／
南
九
州
＝
６
・

９
％
増
の
１
万
３
２
３
１
台

　

◇
東
四
国
／
北
九
州
＝
５

・
５
％
増
の
３
６
６
台

ほいけんたさん（中央）が一日船長に就任

　

既
報
の
と
お
り
、
日
本
物

流
団
体
連
合
会
は
６
月
28

日
、
２
０
２
４
年
度
定
時
総

会
に
先
立
ち
、「
第
25
回
物

流
環
境
大
賞
」
の
表
彰
式
を

執
り
行
っ
た
。

　

第
25
回
物
流
環
境
大
賞
で

は
、
◇
物
流
環
境
大
賞
（
１

件
）
◇
低
炭
素
物
流
推
進
賞

（
３
件
）
◇
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

活
動
賞
（
１
件
）
◇
日
本
物

流
記
者
会
賞
（
１
件
）
◇
特

別
賞
（
19
件
）
―
―
を
選
定

（
各
取
り
組
み
の
概
要
は
３

面
に
掲
載
）。
な
お
、「
先
進

技
術
賞
」
は
対
象
が
な
か
っ

た
。
表
彰
式
で
は
、
各
受
賞

者
の
代
表
者
に
真
貝
康
一
会

長
か
ら
表
彰
楯
が
授
与
さ
れ

た
。

　

真
貝
会
長
は
、
表
彰
式
の

冒
頭
、「
昨
今
は
自
然
災
害

が
甚
大
化
か
つ
頻
発
化
し
て

お
り
、
物
流
業
界
に
お
い
て

も
環
境
負
荷
低
減
に
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
。
一

方
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
は

企
業
経
営
の
根
幹
と
な
っ
て

お
り
、
一
般
消
費
者
や
投
資

家
が
物
流
の
環
境
負
荷
を
意

識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
」
と
強
調
。

　

そ
の
上
で
、
物
流
環
境
大

賞
に
つ
い
て
、「
物
流
部
門

に
お
け
る
環
境
保
全
の
推
進

や
環
境
意
識
の
高
揚
等
を
図

り
、
物
流
の
健
全
な
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
団
体
、
企
業
あ

る
い
は
個
人
を
表
彰
す
る
も

の
。
応
募
は
年
々
増
加
し
て

い
る
が
、
物
流
連
と
し
て
は

今
後
も
広
報
の
場
を
作
り
、

環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組
み

が
物
流
業
界
や
経
済
界
で
さ

ら
に
普
及
す
る
よ
う
活
動
し

て
ま
い
り
た
い
」
と
述
べ

た
。

　

今
回
の
「
物
流
環
境
大

賞
」
に
は
、
味
の
素
冷
凍
食

品
お
よ
び
Ｆ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が

共
同
で
取
り
組
ん
だ
「
冷
凍

食
品
の
環
境
に
や
さ
し
く
持

続
可
能
な
幹
線
輸
送
の
実

現
」
が
受
賞
。
こ
の
取
り
組

み
で
は
、
温
度
管
理
が
厳
し

い
冷
凍
食
品
を
貨
物
鉄
道
輸

送
に
転
換
し
た
こ
と
と
、
船

・
鉄
道
・
ト
ラ
ッ
ク
の
３
パ

タ
ー
ン
で
の
モ
ー
ダ
ル
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、

海
上
・
鉄
道
輸
送
の
比
率
を

上
げ
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減

に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
。

　

大
賞
受
賞
を
受
け
、
味
の

素
冷
凍
食
品
の
飯
島
賢
次
執

行
役
員
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
本
部

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
部
長
は
、

「
20
数
年
前
に
鉄
道
コ
ン
テ

ナ
で
低
温
物
流
を
開
始
し
て

か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
鉄

道
や
船
舶
を
活
用
し
た
物
流

と
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
併
用
し

な
が
ら
、
鉄
道
・
船
舶
の
比

率
を
徐
々
に
上
げ
て
環
境
負

荷
の
低
減
を
図
っ
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
関
係

各
社
と
連
携
を
取
り
つ
つ
環

境
負
荷
低
減
、
物
流
の
持
続

可
能
な
成
長
の
実
現
に
向
け

て
尽
力
し
て
ま
い
る
」
と
挨

拶
。

　

続
け
て
Ｆ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

田
中
武
志
常
務
執
行
役
員
低

温
・
流
通
本
部
長
は
、「
こ

の
取
り
組
み
は
、
環
境
に
や

さ
し
く
、
か
つ
持
続
可
能
な

幹
線
輸
送
の
実
現
に
向
け
た

味
の
素
冷
凍
食
品
の
強
い
意

志
と
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
、
通
運
事

業
者
、
船
舶
会
社
の
多
大
な

る
協
力
、
支
援
を
い
た
だ
い

た
こ
と
で
実
現
で
き
た
。
物

流
を
取
り
巻
く
環
境
は
今

後
、
わ
れ
わ
れ
が
想
像
す
る

以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し

て
い
く
と
思
う
が
、
引
き
続

き
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
た
い
」
と
語
っ

た
。

電
機
◇
日
本
無
線
◇
富
士
貿

易
◇
マ
キ
タ
◇
ミ
ズ
ノ
マ
リ

ン
◇
三
井
Ｅ
＆
Ｓ　

Ｄ
Ｕ
◇

ヤ
ン
マ
ー
パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー

【
６
月
26
日
】

　

◇
大
阪
ボ
イ
ラ
ー
製
作
所

◇
川
崎
重
工
業
◇
極
洋
電
機

◇
國
森
◇
富
士
貿
易
◇
Ｊ
Ｒ

Ｃ
Ｓ
◇
大
洋
電
機
◇
Ｊ
Ｒ
Ｃ

マ
リ
ン
フ
ォ
ネ
ッ
ト
◇
東
京

計
器
◇
寺
崎
電
気
産
業
◇
ナ

カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ
◇
ナ
ブ
テ

ス
コ
◇
日
本
船
燈
◇
西
芝
電

機
◇
マ
キ
タ
◇
三
井
Ｅ
＆
Ｓ

　

Ｄ
Ｕ
◇
三
菱
化
工
機
◇
ヤ

ン
マ
ー
パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー

ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
革
新
に

よ
り
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
の

高
度
化
が
進
ん
で
い
る
。
同

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
内
航
貨
物

船
で
ト
ラ
イ
ア
ル
中
の
内
航

船
向
け
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
運
航

支
援
シ
ス
テ
ム
「
ナ
ビ
ン
」

（
商
標
登
録
の
関
係
で
「
ナ

ビ
コ
」
か
ら
改
称
）
の
紹
介

を
通
じ
て
、
運
航
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
効
果
や
事
故
防

止
軽
減
へ
の
期
待
に
つ
い
て

説
明
す
る
と
と
も
に
、
万
が

一
海
難
事
故
が
発
生
し
た
際

の
初
動
対
応
に
つ
い
て
解
説

す
る
。

　

ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
は
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
用
。
参
加
費
は
無

料
だ
が
、
７
月
26
日
（
火
）

ま
で
専
用
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
（https://forms.gle/pC

AnrqxW
tSgQYSZi7

、
ま
た

は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
か
ら
の
事

前
登
録
が
必
要
と
な
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
損
害
保
険

ジ
ャ
パ
ン
大
阪
海
上
保
険
金

サ
ー
ビ
ス
課
（
担
当
＝
川
上

氏
、
笹
生
氏
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６

・
６
４
４
９
・
１
１
５
２
、

Ｅ
メ
ー
ル 10_sompo.osak 

a-hullclaims@sjnk.co.jp

）

ま
で
。

　

講
演
の
演
題
お
よ
び
講
師

は
次
の
と
お
り
。

　

◇
講
演
「
内
航
船
運
航
支

援
シ
ス
テ
ム
『
ナ
ビ
ン
』
の

紹
介
と
導
入
効
果
に
つ
い

て
」（
三
菱
造
船
電
化
デ
ジ

タ
ル
化
グ
ル
ー
プ　

玉
原
正

和
氏
）

　

◇
講
演
「
ナ
ビ
ン
ト
ラ
イ

ア
ル
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・

運
航
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
に

よ
る
船
員
ス
ト
レ
ス
を
軽
減

す
る
こ
と
の
意
義
や
そ
の
他

取
り
組
み
の
紹
介
」（
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
＝
新
日
本
近

海
汽
船
営
業
副
部
長　

伊
藤

尚
浩
氏
）

　

◇
講
演
「
運
航
支
援
シ
ス

テ
ム
導
入
に
よ
る
事
故
防
止

軽
減
・
事
故
発
生
時
の
初
動

対
応
に
つ
い
て
」（
損
害
保

険
ジ
ャ
パ
ン
大
阪
海
上
保
険

金
サ
ー
ビ
ス
課　

笹
生
崇
史

氏
）

　

東
京
海
洋
大
学
電
気
動
力
研
究
室
の
木
船
弘
康
教
授
ら
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
港
湾
に
お
け
る
内
航
船
へ
の
50
Ｈ
ｚ
（
ヘ
ル
ツ
）
陸
電
導
入
に
係

る
技
術
的
課
題
を
整
理
す
る
た
め
、
実
船
を
用
い
て
機
器
類
の
消
費
電
力
を
計
測
す
る
実
証
を
行
っ
て
い
る
。
近
年
の
世
界
的
な
低
・
脱
炭
素
に

向
け
た
機
運
の
高
ま
り
を
受
け
、
内
航
海
運
業
界
に
お
い
て
も
積
極
的
な
環
境
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、
陸
電
を
低
コ
ス
ト
で
実
施
で
き
る
方
法

を
模
索
。
木
船
教
授
は
、「
実
証
で
得
ら
れ
た
結
果
を
ま
と
め
、
想
定
さ
れ
る
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
整
理
し
た
上
で
、
内
航
海
運
業
界
で
陸
電
導

入
の
議
論
が
高
ま
っ
た
際
の
基
礎
資
料
と
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

日
本
物
流
団
体
連
合
会
の

真
貝
康
一
会
長
、
栗
林
宏
吉

副
会
長
、
河
田
守
弘
理
事
長

は
、
６
月
28
日
の
２
０
２
４

年
度
定
時
総
会
後
に
記
者
会

見
を
開
い
た
。

　

そ
の
中
で
真
貝
会
長
は
、

今
後
の
物
流
連
の
活
動
に
つ

い
て
、「
物
流
の
担
い
手
不

足
は
一
過
性
の
問
題
で
は
な

い
。
少
子
高
齢
化
と
人
口
の

首
都
圏
集
中
が
一
層
進
み
、

働
く
人
の
価
値
観
も
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
動
き
が
あ
る
と
思

う
が
、
物
流
連
と
し
て
こ
う

し
た
問
題
に
対
応
し
た
取
り

組
み
を
継
続
し
て
進
め
て
ま

い
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
物
流

の
構
築
に
向
け
て
、「
輸
送

モ
ー
ド
を
超
え
て
、
い
か
に

未
来
の
物
流
を
創
っ
て
い
く

の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ー
ド

の
得
意
な
と
こ
ろ
を
組
み
合

わ
せ
た
モ
ー
ダ
ル
コ
ン
ビ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
を
進

め
、
物
流
全
体
の
最
適
解
を

求
め
て
い
く
こ
と
が
非
常
に

重
要
。
平
常
時
は
も
ち
ろ
ん

自
然
災
害
発
生
時
等
に
お
け

る
モ
ー
ド
間
の
連
携
を
い
か

に
良
く
し
て
い
け
る
か
考
え

た
い
」
と
強
調
。

　

一
方
、
栗
林
副
会
長
は
、

「
持
続
可
能
な
物
流
を
創
る

に
は
、
輸
送
モ
ー
ド
間
の
連

携
は
も
ち
ろ
ん
重
要
な
こ
と

だ
が
、
こ
の
動
き
は
荷
主
の

理
解
が
あ
っ
て
、
荷
主
側
で

輸
送
モ
ー
ド
間
の
連
携
が
取

れ
た
輸
送
体
制
を
組
ん
で
く

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
の

だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
。
ま

だ
（
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
時
間
外
労
働
時
間
上
限
規

制
が
開
始
さ
れ
て
）
３
か
月

し
か
経
っ
て
い
な
い
。
も
う

少
し
時
間
が
経
て
ば
荷
主
の

理
解
が
よ
り
一
層
進
み
、
徐

々
に
持
続
可
能
な
物
流
の
姿

が
見
え
て
く
る
と
期
待
し
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

　

真
貝
会
長
も
荷
主
へ
の
対

応
に
つ
い
て
、「
こ
れ
か
ら

先
の
物
流
の
姿
を
描
く
際
、

荷
主
が
ど
う
い
う
考
え
方
を

す
る
の
か
も
大
切
」
と
賛

同
。
そ
の
上
で
、「
荷
主
も

労
働
力
不
足
だ
け
で
な
く
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
を
実
現
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
荷
主
の
意
識

も
着
実
に
変
化
し
て
き
て
お

り
、
今
後
は
単
に
一
企
業
だ

け
で
な
く
、
属
す
る
業
界
全

体
で
物
流
を
い
か
に
効
率
的

な
も
の
に
し
て
い
く
か
に
変

わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
荷
主

の
考
え
方
に
し
っ
か
り
と
耳

を
傾
け
、
よ
り
良
い
物
流
を

創
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と

決
意
を
表
明
し
た
。

　　

古
野
清
賢
氏
（
ふ
る
の
・

き
よ
た
か
＝
古
野
電
気
創
業

者
、
名
誉
相
談
役
）
６
月
26

日
に
誤
嚥
性
肺
炎
の
た
め
逝

去
、
99
歳
。
通
夜
・
葬
儀
は

遺
族
の
意
向
に
よ
り
６
月
27

日
お
よ
び
28
日
に
近
親
者
の

み
で
執
り
行
っ
た
。
古
野
電

気
は
９
月
30
日
（
月
）
12
時

30
分
か
ら
15
時
ま
で
、
神
戸

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
て
お

別
れ
の
会
を
行
う
。
問
い
合

わ
せ
は
同
社
人
事
総
務
部
秘

書
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
９
８
・

６
３
・
１
０
０
０
）
ま
で
。

低
コ
ス
ト
で
実
施
で
き
る
方
法
模
索

東
京
海
洋
大
学
の
木
船
教
授
ら

内
航
船

内
航
船

へ

の

へ

の

5050
Ｈ
ｚ
陸
電
導
入
で
実
船
実
証

Ｈ
ｚ
陸
電
導
入
で
実
船
実
証

東
海
汽
船

9
月
23
日
ま

で
の
81
日
間

初
日
に
ほ
い
け
ん
た
さ
ん
ら
乗
船

夏

の

夏

の

風
物
詩

風
物
詩  「
東
京
湾
納
涼
船
」運
航
開
始

「
東
京
湾
納
涼
船
」運
航
開
始

長
距
離
フ
ェ
リ
ー
協
会５

月
の
輸
送
実
績
を
公
表

ト
ラ
ッ
ク

航
送
台
数 

６.７
％
増
の
11
万
３
０
３
台

真
貝
会
長 「
さ
ら
に
普
及
す
る
よ
う
活
動
」

モ
ー
ダ
ル

モ
ー
ダ
ル
コ
ン
ビ
ネ

コ
ン
ビ
ネ

ー
シ
ョ
ン

ー
シ
ョ
ン

の
取
組
が
大
賞
受
賞

の
取
組
が
大
賞
受
賞

物
流
連
・
第

物
流
連
・
第
2525
回
物
流
環
境
大
賞

回
物
流
環
境
大
賞

日
舶
工

練
習
船
活
用
し
乗
船
研
修

練
習
船
活
用
し
乗
船
研
修

神
戸

大
学

２
日
間
で
25
社
・
48
人
が
参
加

造
船
用
鋼
材
価
格

５
千
円
以
内
の
値
上
げ
で
決
着

５
千
円
以
内
の
値
上
げ
で
決
着

４
～
６

月
期
は小

規
模
造
船
所
向
け
、次
期
は
横
ば
い
か

31
日 

シ
ス
テ
ム
導
入
効
果
等
を
説
明

損
保
ジ
ャ
パ
ン

内
航
船

内
航
船

向

け

向

け  

運
航
支
援

運
航
支
援
シ
ス
シ
ス
テ
ム
テ
ム

で
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー

で
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー

物
流
連
の
真
貝
会
長

栗

林

副
会
長 

持
続
可
能
な
物
流
へ「
荷
主
の
理
解
必
要
」

モ
ー
ダ
ル

モ
ー
ダ
ル
コ
ン
ビ
ネ

コ
ン
ビ
ネ

ー
シ
ョ
ン

ー
シ
ョ
ン

推
進
し
最
適
解
追
求

推
進
し
最
適
解
追
求

木船弘康教授（左）と板津麗香子さん

船内でのヒアリングの様子

（左から）真貝会長、飯島氏、田中氏

船橋での操船体験の様子

申込フォーム

会見する真貝会長（中央）と栗林副会長


